




感染の拡大 (院内感染 )防止の最も重要な手段は手指衛生です

毎  月　担当者とミーティングを行い、啓発活動や教育計画に対する作戦会議を行います。
９  月　中間発表(大阪府 )
10月　各部署でポスターを作成しポスター展を開催。優秀作品を選び表彰します。
１  月　成果発表会(東京都 )

当院の手指衛生遵守率 UP に向けた取り組みに乞うご期待 !!

今後の
予　定

院内感染の予防策は
「感染症の有無に関わ
らず」すべての患者
さんのケア終了後に
適用する手段です。

目に見えて汚れている場合
は、水とハンドソープで洗う
手洗いを行います。
手に見える汚れがない場合
は、擦式アルコール製剤を
用いた手指消毒を行います。

患者さんに触れる前は「いつも清
潔な医療従事者」と
して対応することで、
患者さんと医療従事者
双方の医療感染の危
険性を減少させます。
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消毒薬1プッシュを
手にとる

初めに両手の指先に
消毒薬をすりこむ

次に手のひらと手の甲に
よくすりこむ

指の間や親指も忘れずに
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乾燥するまで手首もすりこむ

＜擦式アルコール製剤を用いる方法＞
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手を水でぬらす時計や指輪をはずしたのを
確認する

手洗い石けんをつけて よく泡立て手のひらと甲を洗う 指の間、付け根（5回程度）

親指や指先・爪を洗う 手首（5回程度）
腕・ひじまで洗う

水で十分にすすぎ ペーパータオルでふく
（手指乾燥機で乾燥する）

蛇口栓にペーパータオルを
かぶせて栓を締める
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＜流水と液体石けんを用いる方法＞
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「グリーンカーテン作戦」

神崎最前線

回復期リハビリテーション病棟 専任医  佐藤 有美
さとう　　ゆみ

　梅雨が明けた途端、毎日暑い日が続いています。

ここ数年、我が家の庭に緑と花を増やそうと小学生の息子とせっ

せと土いじりをしています。今年は、ポーチュラカが大増殖！

たった２株だったものが、どうしようか？！というくらいに増えに増えています。その生命力の強さ・しぶとさにびっ

くりするとともに、小さく色とりどりにきれいに咲く花にとても癒される毎日です。また、息子が小学校に上が

る際にいただいたアサガオの種。毎年植えては種を取り、今年もばっちりつるを伸ばしています。年々取れる

種が増えるため、今年は盛大なグリーンカーテンになる予感がしています。暑い夏、体感だけでなく、見た目

でも涼しさを演出してくれそうです。…と、ここまでが実は前置きで（笑）

今年、当院回復期リハビリテーション病棟では、グリーンカーテン作戦を始

めました。ゴーヤをはじめ数種類の野菜たちが、元気いっぱいに育っていま

す。入院中の患者さんに積極的に参加をしてもらいながら、一緒に育ててい

ます。毎日少しずつ力強く伸びていく植物に、患者さんのＡＤＬ・ＱＯＬの向

上を重ねつつ、日々過ごす毎日。ちなみに、今年のグリーンカーテンは、全

て食べられるものばかりを植えてみました！実がなれば皆で収穫し、おいしく

いただきたい！と、今から期待に胸を膨らませています。

その様子はまた、いずれかの機会に…（笑）

　暑い夏、色々な工夫と知恵で上手に元気に乗り切りた

いと思います。入院患者さんも先生役として、色々な昔な

がらの工夫や知恵を教えてくれます。

皆さんも、暑い夏、熱中症などにはくれぐれも気をつけて、

元気に乗り切ってくださいね。
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